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加古川 
ｸﾞﾘｰﾝｼﾃｨ 

 

 

管理規約第４３条第３項の規定に則り、第２９期管理組合通常総会を以下の要領で開催します。 

総会は管理組合の最高意思決定機関です。ご多忙中とは思いますが、繰り合わせの上、出席ください。出出欠欠票票・・

委委任任状状のの締締めめ切切りりはは１１１１月月１１００日日（（月月））でですす。。管理事務所に特設しています投函箱へ提出をお願いします。管理

事務所の業務時間外には管理事務所のドアポストへ投函ください。 

毎年、この締切日までに提出される出欠票の数は、総会開催の要件を満たしていないのが現状です。総会議案

書を受け取り後は速やかにご提出をお願いします。 

－ 記 － 

開催日時：平成２６年１１月１５日（土）午後７時から 

開催場所：加古川グリーンシティ集会所ホール 

議 題 

第１号議案 第２９期管理組合事業報告 

第２号議案 第２９期決算報告（監査報告） 

第３号議案 第３０期役員選任について 

第４号議案 第３０期事業計画案 

第５号議案 その他事業計画案 

第６号議案 第３０期収支予算案 

第７号議案 自治会運営について 

その他 

以上 

 

絶絶対対ややめめよようう！！  ““ゴゴミミのの前前日日出出しし””  
先日、当マンション内で段ボール等へ放火される事件がありました。幸いに 

も大火にならず収まりましたが、一歩間違えば大きな災害となっていた可能性 

もあります。 

このような事件を二度と起こさない、起こさせないためには、「燃えやすい 

もの」を安易に“置かない”“出さない”ようにしなければなりません。 

特に、「可燃ゴミ」や新聞・段ボール等危険性の高い「資源ゴミ」を前日から出すのは絶対にやめてください。

他のゴミと同様必ず当日朝に出すルールを厳守していただきますよう皆様のご協力をお願いします。 

 

 

防災２号井戸も完成してはや１年が過ぎ、この夏には多くの人で賑わっていました

ね。このように、居住者の皆様に普段はコミュニティ広場として利用いただいています

が、夏場には何か日除け対策をしてほしいという要望が多数寄せられました。本件を理

事会で検討した結果、パーゴラ（簡易日除け）を設置する事となりましたのでお知らせ

します。工事業者（三宅建設）が１１月１０日（月）より工事を始め、１４日（金）に

完成の予定です。工事期間中は重機等の使用により騒音等が発生しますが、居住者の皆

様のご理解とご協力をお願いします。 

＜イメージ図＞ 
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「自分たちの町は自分たちで守ろう」を 

スローガンに防災活動をしましょうと、防 

災活動のスタートラインを誤って線引きし 

ているところが全国には多いようです。 

このスローガンの「自分たち」とは誰のことを指し

ているのでしょうか？この曖昧さが防災活動だけでは

なく、各種活動への参画意欲を削ぎ落としています。 

普段から挨拶や、会話をしている人達のことなら理

解もできます。更に「友達の友達」「知り合いの知り

合い」と輪が繋がり広がっていく人達のことも含めて

「自分たち」として解釈ができます。しかし「自分た

ち」と漠然と地域の人達全員を一括りに対象者として

活動を担わせようというスローガンには、頭の中に疑

問が湧いてきます。その疑問とは、①近所付き合いを

しない②コミュニティ活動に参加しない③挨拶をしな

い④活動やイベントには批判的・否定的で、イベント

開催中に「うるさい！」とクレームを付けてくる人

達！そう･･･その人達の命や安全まで、なぜ私たちが守

らなければならないのかと考えると、防災活動はもと

より地域活動にも参加をする意欲が地域全体で薄らい

でしまうのです。でもそれは一部のマナー違反者や町

に住む作法を心得ていないごく少数のコミュニティ破

壊者と呼ばれる人達の影響で、地域力が下がり脆弱な

コミュニティへと誘引される結果を招くのです。 

これは典型的な「定義無きスローガン」による弊害

です。定義をしていないから、大義がないのです。当

然、定義無きものには大義名分はありません。大義名

分のない防災活動に、みんなで頑張ろうと掲げたとし

ても人は集まらないのです。 

上記にある、コミュニティ破壊者を 

減らすためには、その人達にも理解で 

きる定義を考えることです。定義を理 

解してもらうことができれば、コミュニティ破壊者を

減らすことができ、地域力・防災力・防犯力をもアッ

プすることが可能となっていくのです。 

では、防災に関しての定義を考えてみましょう。 

防災が目指すところの定義は「自分の大切な人が死

なない」ことです。自分の大切な人を守り抜くには、

自分も死んではいけないということです。「大切な人

を守り抜く為に命懸けで！」これって生き残った側

は、私を助ける為に私の大切な人の命が失われたと知

った時、生き残った人は喜ぶのでしょうか？これは究

極の自己満足以外の何ものでもないでしょう。 

「自分の大切な人が死なない」この一見単純な言葉

は、誰が考えても当たり前のことです。しかし、実際

に理解されているかというと、あまりにも当たり前の

こと過ぎて見落とされていることが多いようです。 

自分の大切な人を守り、お互いに守り合う作法こそが

地域防災であり「コミュニティ活動」です。その地域コ

ミュニティの中に「防災・防犯・自治会・管理組合な

ど」の活動があるといえます。すべてが「お互い様の作

法」で考えること、これが本当に大切なことです。 

しかし、それらを見落としている人達（コミュニティ

破壊者・無参加者など）は「生きること・生き残れるこ

と」が、自分だけで対処でき完結すると勘違いをして

いる場合が多いのです。 

１９９５年（平成７年）阪神・淡路大震災では６４３

４人が亡くなり、１６年後の２０１１年（平成２３年）

東日本大震災では死者・行方不明者が約２万人という犠

牲者を出しました。「命を守る防災」が十分に理解され

ずに、本気で防災を考えていないことが露呈しました。

にも関わらず、防災は「自分たちの町は自分たちで守ろ

う」などと定義の無い漠然とした活動を、日本の国を挙

げて行っています。 

あなたはご存知ですか？「防災法」ってど 

んなものか。防災法なんてものは、この日本 

にありません。1961 年（昭和 36 年）に制 

定された「災害対策基本法」、1998 年（平成 10

年）に「被災者生活再建支援法」など、ぼやけた法律か

ら始まり、災害で生き残った人を対象とした法律が整備

されています。阪神･淡路大震災以降、防災は飛躍的に

進んだという人がいます。しかし「備えの重要性」「命

を守る定義」は全くなされていないのが現在の日本の法

律です。肝心要の「人の命を守ること」は、議論するこ

とすら忘れられているようです。 

作法については「お互い様」を勘違いさせている元凶

がここにあります。それは自分が備えなくても、あれだ

け大きな災害が襲って来れば「誰かが助けてくれる」備

蓄しなくても「誰かが分け与えてくれる」自分がやらな

くても「ボランティアがしてくれる」災害発生後に参加

しても「遅くは無い」すべてが依存的防災（防災ではな

い）をしています。極端な言い方をすれば 

「備えていた人も、備えていなかった人も 

同じように支援がもらえる」という大きな 

勘違いから始まるのです。過去の災害では、備えていた

人も備えていなかった人にも同様にボランティアがサポ

ートし、同様に義援金も受け取ることができると、すべ

てのことを勘違いさせてしまっているのです。「備えて

いた人と備えていなかった人」には、大きな違いが生じ

ていることが世に出てこない、報道もされないのです。

なぜか？それは「備えていた人の命が助かった割合」で

す。典型的なものが津波災害で「まず逃げること」を日

頃から肝に銘じていた人が助かったのです。ここには

「地域や家族の信頼関係」がありました。次号へ続く 
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肌寒さがひしひしと・・・の候になってきました。

戸外で元気に遊ぶ子ども達の姿を目にするのも、徐々

に少なくなりつつあるようです。 

中学生・小学生は、室内でお勉強にいそしむ頃でし

ょうか？晩秋から冬に移り変わると、遊びもほとんど

部屋の中で！？に変わることでしょうが、こんな時季

にこそ赤ちゃん～幼児（もちろん、小学生も）には

“絵本の読み聞かせ（読み語り）”をお母さん（大人

達）が、率先してやりましょうよ！！読み聞かせは遊

びというよりも、子どもの生活の一部といってもよい

くらいで、いろいろな意味で子どもの心を育てていく

ものです！！ 

子どもは、お話を聞いてホッとしたり、うれしくな

ったり・・・『ああ、よかった』『うれしかった』な

どの「思い」と「ことば」が一緒になって子どもの

「心」に残ります。あるいは、動物園や野山に出かけ

たことなど、自分の体験と照らし合わせることもでき

ますし、何より読み語りには、独りでする読書とは違

って、読んでくれた人の声やぬくもりなど、その人と

の思い出が介在し、何年経ってもよみがえってくるの

ですよね。 

また、赤ちゃんだって「ことば」が分からなくて

も、読んでもらうことが大好き！！というのをご承知

の人も多いのではないでしょうか！？そうなんですよ

ね！やさしく語りかけられると赤ちゃんは、自分が愛

されていることを感じるからなんです！！ 

それを繰り返すことで、赤ちゃんの「ことば」が育

ち、心が豊かになるようです。そして、抱っこのぬく

もりは、赤ちゃんにも大人にも心地よいひとときにな

りますよね！？毎日、少～しずつ赤ちゃんの目を見

て、やさしく語りかけてあげましょう！！そうすれ

ば、大人だって和やかな気分になれるのではないでし

ょうか？ 

ただ、絵本は、子どもに喜び 

や楽しさを味わわせるものであ 

って、勉強やしつけに役立たせ 

るものではないことも心得てお 

きたいですね！！ 

ご意見、ご要望などをどしどしお書きください。（ご記名をお願いします） 

 
１０月１８日の全員集合会、天気にも恵まれ、 

無事開催することができました。子ども達も楽し 
そうに一生懸命、各競技に参加していました。 

また、地区対抗リレーでは子どもから大人まで 
力を合わせ、見事優勝することができました。 

応援ご協力いただいた皆様、本当にありがとう 

ございました。 

 

 
 

恒例の「ふれあいもちつき大会」の季節がやってき

ました。 

最近では、なかなか体験できない「おもちつき」を

もち米の下ごしらえから、臼と杵を使って「もち米」

をついて「おもち」になるまでをおじいちゃん・おば

あちゃんからお父さん・お母さん、そして子ども達へ

と教えてもらいながら、グリーンシティ居住者全員で

作業を分担することで、世代間交流の場にしたいと考

えています。 

おいしいおもちの食べ方や 

地方に伝わるちょっと変わっ 

たおもちの食べ方（例：香川 

県の餡餅雑煮）など、ご存知 

の方はぜひ教えてください。 

「ふれあいもちつき大会」のポスターを以下の要領

で募集します。どしどし応募してください。 

力作にはささやかながら賞品を用意しています。 

 

 

 

 

 

応 募 要 領 
応募資格：グリーンシティに居住されている方 

提出期限：１２月 6 日（土） 

提 出 先：管理事務所 

応募用紙：４つ切画用紙（各自でご用意ください） 

内  容：水彩絵具、クレパス、クレヨンなど何で

も結構ですが、ポスターの中に以下の文

字を入れてください。 

「ふれあいもちつき大会」 

日 時：１２月２0 日（土） 午前１１時から 

場 所：Ｂ棟ファイヤーレーン  

なお、応募作品については返却できませんのでご了

承ください。 

 

１１月２１日（金）１９：００
から、来年度の地区役員選考会
を行います。対象の方はご参加
ください。 
また、来年度の新入学生の方は
地区ＰＴＡまでご連絡くださ
い。よろしくお願いします。 
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●先日の放火・・まさかグリーンで！！

私達にできる唯一のこと、前日のゴミ

出し（特に第４水曜日・・）は絶対に

やめましょうー。    Ｂ棟居住者 

●らく？はや！メニューの「なすのソテ

ーのロールずし、トマトソース」を作

ってみたら、見た目もかわいく、とて

もおいしかったです。  Ｄ棟居住者 

●今月号のクイズ、難しかったです。 

Ｆ棟居住者 

●「タバコはどこで？」ベランダで吸っ

ていませんか？臭いが入り込んで困っ

ている隣人たちがいます、洗濯物にも

臭いがつきます。気をつけてほしいで

す。          Ｄ棟居住者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日ごとに気温が下がっています。体調

管理に注意しましょう！そして、元気に

語りましょう！お待ちしています。 

日時：１１月２２日（土） 

９時３０分～１２時 

場所：集会所ホール 

 
 
○○○○ ○○さん 

 
＜廃品回収のお知らせ＞ 

日時：１１月１６日（日） 
雨天：１１月３０日（日） 

当日の朝８時までにお出しください。 
ご協力よろしくお願いします。 

by 南雲風助（なぐもふうすけ）

 
①      ④ 

②      ⑤ 

③      ⑥ 
    棟     号    氏名                  

ﾌﾘｶﾞﾅ 

どしどしご応募ください！ 応募締め切り日：１１月３０日

提 出 場 所：管理事務所
応募用紙 

１１月の答え 

先月号の正解

下記のそれぞれの文章には、読みは同じでも間違った使い方がさ
れている漢字一文字があります。（例）のように解答欄に正しい
文字を答えてください。 
（例）立派な行いに関心する →（答）感 
①所要で外出する     ④旅費を清算する 
②歴史に感心がある    ⑤これは晴天のへきれきだ 
③向学のために聞いておく ⑥その説にも一利ある 

①極 ②公 ③制 

④生 ⑤拾 ⑥首 

正解者２９名の内、

厳正な抽選の結果５

名の方に図書カード

を進呈します。 

前
日
か
ら
の
ご
み
出
し
は
、
放
火
等
犯

罪
を
誘
発
す
る
危
険
が
あ
る
た
め
禁
止

し
て
い
ま
す
！ 

１
２
月
は
６
日
（
土
）
、
７
日
（
日
）
に
卓
球

が
で
き
ま
す
。 


